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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚を光学的に治療するための光ビームを提供するための光源と、
　前記光ビームを前記皮膚に向かって反射させるためのホイール表面を備えるホイールと
、
　該ホイールの角位置を変更するために該ホイールを回転させるための駆動手段であって
、該ホイールの異なる角位置は、前記光ビームのためのそれぞれの異なる反射方向に対応
する駆動手段と、
　前記ホイールの前記角位置又は前記角位置と対応するパラメータを検出するための角位
置検出器と、
　所定の皮膚治療パターン、及び前記ホイールの前記異なる角位置又は前記角位置に対応
する前記パラメータと前記光ビームについての前記対応するそれぞれの異なる反射方向又
は前記反射方向に対応するパラメータとの間の関係を記憶するための記憶手段と、
　前記光源、前記角位置検出器及び前記記憶手段に結合される、制御回路とを含み、該制
御回路は、前記ホイールの各回転のために、前記光ビームが前記ホイールの選択的な角位
置においてのみ前記ホイール表面を照らして前記所定の皮膚治療パターンを実現するよう
な方法において、前記角位置検出器によって検出される前記角位置に依存して、前記光源
を制御するよう動作する、
　皮膚治療装置。
【請求項２】
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　前記角位置検出器は、前記ホイールの前記異なる角位置のうちの所定の角位置と関連付
けられる識別要素の通過を検出するように配置される、請求項１に記載の皮膚治療装置。
【請求項３】
　前記ホイール表面は、前記光ビームを相互に異なる反射方向において前記皮膚に向かっ
て反射させるための多数の小面を含み、各小面は、前記異なる反射方向のうちの１つに対
応する、請求項１又は２に記載の皮膚治療装置。
【請求項４】
　前記識別要素は、前記多数の小面のうちの所定の単一の小面と関連付けられる、請求項
２及び３に記載の皮膚治療装置。
【請求項５】
　前記記憶手段は、前記多数の小面の順序を記憶するように動作し、前記制御回路は、前
記多数の小面の前記記憶させられる順序及び前記多数の小面のうちの前記所定の単一の小
面の前記通過に基づき、前記小面を選択的に照らすように配置される、請求項４に記載の
皮膚治療装置。
【請求項６】
　前記皮膚の特性的特徴を検出するための皮膚特徴検出器を更に含み、該皮膚特徴検出器
は、前記制御回路に結合され、前記制御回路は、前記検出される特性的特徴に基づき、前
記所定の皮膚治療パターンを定めるように配置される、請求項１に記載の皮膚治療装置。
【請求項７】
　前記特性的特徴は、皺、シミ又は皮膚損傷である、請求項６に記載の皮膚治療装置。
【請求項８】
　前記角位置検出器は、前記多数の小面のうちの第２の所定の小面の通過を検出するよう
に配置される、請求項４に記載の皮膚治療装置。
【請求項９】
　前記多数の小面のうちの前記所定の単一の小面は、前記他の小面の透光率と異なる透光
率を有し、前記角位置検出器は、前記多数の小面のうちの前記所定の単一の小面を通過す
る前記光ビームの一部を検出するための光センサを含む、請求項４に記載の皮膚治療装置
。
【請求項１０】
　各小面は、薄片を含み、前記多数の小面のうちの前記所定の単一の小面の前記薄片は、
前記他の小面の前記薄片と幾何学的に異なり、前記角位置検出器は、前記幾何学的に異な
る薄片を検出するように配置される、請求項４に記載の皮膚治療装置。
【請求項１１】
　前記幾何学的に異なる薄片は、前記他の薄片よりも短い、請求項１０に記載の皮膚治療
装置。
【請求項１２】
　前記幾何学的に異なる薄片は、間隙によって分離される２つの薄片部分を含む、請求項
１０に記載の皮膚治療装置。
【請求項１３】
　前記ホイール表面は、前記多数の小面のうちの前記所定の単一の小面と関連付けられる
孔を含み、前記角位置検出器は、第２の光源と、光センサとを含み、前記第２の光源及び
前記光センサは、前記第２の光源からの光が前記孔を通じて前記光センサに達し得るよう
に配置される、請求項４に記載の皮膚治療装置。
【請求項１４】
　前記ホイール表面は、前記多数の小面のうちの前記所定の単一の小面と関連付けられる
更なる反射表面を含み、前記角位置検出器は、第２の光源と、光センサとを含み、前記第
２の光源及び前記光センサは、前記第２の光源からの光が前記更なる反射表面を介して前
記光センサに達し得るように配置される、請求項４に記載の皮膚治療装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は皮膚治療装置に関し、皮膚治療装置は、皮膚を光学的に治療するための光ビ
ームを提供するための光源と、光ビームを皮膚に向かって反射させるためのホイール表面
を備えるホイールと、ホイールの角位置を変更するためにホイールを回転させるための駆
動手段と、光源を制御するための制御回路とを含み、ホイールの異なる角位置は、光ビー
ムのための反射のそれぞれの方向に対応する。
【背景技術】
【０００２】
　そのような皮膚治療装置は、例えば、ＵＳ２０１２／０１９７３５７Ａ１として公開さ
れている米国特許出願中に開示されている。前記皮膚治療装置は、レーザ源と、影響を受
けていない皮膚組織によって取り囲まれた熱的に変性させられた皮膚組織の顕微鏡治療ゾ
ーン（ＭＴＺ）を創り出すための光学パターン生成器とを含む。この治療は皮膚回復機構
を増強し、皮膚外観を向上させる。複数のアキシコンセグメントを備えるアキシコンホイ
ールが、レーザビームを皮膚表面上の対応する複数の異なる場所に向かって反射させる。
制御回路がレーザ源を制御して個々のアキシコンセグメントを無作為に照らす。使用者が
皮膚治療装置を皮膚表面に沿ってドラグする間に、ＭＴＺの無作為パターンが皮膚表面に
適用される。使用者によって設定される強度レベルが無作為パターンの密度を決定する。
【０００３】
　既知の装置では、あらゆるアキシコン小面がトリガー薄片を有し、トリガ薄片は、アキ
シコンホイールの回転中に薄片検出器を通過後、薄片検出器によって検出される。薄片検
出器は制御回路に結合され、制御回路は薄片検出器信号に基づきアキシコンホイールの回
転速度を決定する。アキシコンホイールの回転速度及び使用者が皮膚表面に沿って装置を
ドラグする測定速度に基づき、制御回路は多かれ少なかれ一定の密度で無作為に分散させ
られるＭＴＺを提供し得る。
【０００４】
　強度レベルを設定する可能性は、装置の作動に対する多少の制御をもたらすが、皮膚種
類、皮膚状況、皮膚治療及び使用者の好みの違いにより十分に適合するよう、治療制御を
向上させる必要が依然としてある。例えば、装置の作動を、皺、細線又はシミのような、
特定の皮膚特徴に対して特異的にすることが望ましくあり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　提供される皮膚治療に対する制御の改良を有する、冒頭段落において述べた種類の皮膚
治療装置を提供することが、本発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の特徴によれば、この目的は、皮膚を光学的に治療するための光ビームを
提供するための光源と、光ビームを皮膚に向かって反射させるためのホイール表面を備え
るホイールと、ホイールの角位置を変更するためにホイールを回転させるための駆動手段
であって、ホイールの異なる角位置は、光ビームのためのそれぞれの異なる反射方向に対
応する駆動手段と、ホイールの角位置又は角位置と対応するパラメータを検出するための
角位置検出器と、所定の皮膚治療パターン、及びホイールの異なる角位置又は角位置に対
応するパラメータと光ビームについての対応するそれぞれの異なる反射方向又は反射方向
に対応するパラメータとの間の関係を記憶するための記憶手段と、光源、角位置検出器及
び記憶手段に結合される制御回路とを含み、制御回路は、ホイールの各回転のために、光
ビームがホイールの選択的な角位置においてのみホイール表面を照らして所定の皮膚治療
パターンを実現するような方法において、角位置検出器によって検出される角位置に依存
して光源を制御するよう動作する、皮膚治療装置、を提供することによって達成される。
【０００７】
　ＵＳ２０１２／０１９７３５７Ａ１の皮膚治療装置において、治療は無作為且つ未知の
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位置にあるアキシコンホイールから常に始まる。次に、光源はアキシコンホイールの未知
の小面を無作為に照らし、その結果、皮膚上の無作為な位置にあるＭＴＺをもたらす。既
知の装置のために、これは実際には問題とみなされない。何故ならば、ホイールのあらゆ
る回転のために、全ての小面が照らされる機会は均等であり、全体的な結果は所望の密度
を備えたＭＴＺの均質な分散である。
【０００８】
　本発明に従った装置を用いるならば、ホイールの選択的な角位置及び光ビームの対応す
る反射方向で治療を開始することが可能であるか、或いは、一般的には、所定の皮膚治療
パターンに対応する反射方向の選択的な順序において光ビームを連続的に反射させること
によって皮膚上の所定のパターンに従ってＭＴＺをもたらすことが可能である。ホイール
の異なる角位置に対応する反射方向は固定されるので、角位置検出器を用いて得られるホ
イールの角位置の知識は、光源からの光が反射される方向に瞬間的に知ることを可能にす
る。例えば、制御回路は光源を制御してホイールの角回転の各第１又は第２の半分の間だ
けホイール表面を照らす。角位置の知識を記憶させられる対応する反射方向と組み合わせ
ることは、制御回路が、例えば、使用者によって選択され得る、所定の皮膚治療パターン
に従った皮膚上の選択的な位置でのみＭＴＺを創り出すことを可能にする。装置を皮膚に
沿ってドラグしながら、皮膚上の事前に選択される場所にＭＴＺを備える皮膚治療パター
ンが、既知の装置によって生成される無作為パターンの代わりに現れる。皮膚治療パター
ンは、例えば、ＭＴＺの直線的な垂直線、水平線又は対角線を含み得る。ＭＴＺの揺動パ
ターン又は異なる形状のＭＴＺの別個の地点も生成し得る。
【０００９】
　好適実施態様において、角位置検出器は、ホイールの異なる角位置のうちの所定の角位
置と関連付けられる識別要素の通過を検出するように配置される。識別要素は、ホイール
表面自体の特性又は特定の位置でホイール表面に取り付けられる要素であってよく、或い
は単に何らかの所定の角位置でホイール上に或いはホイールに設けられる要素であっても
よい。もちろん、第１の識別要素に加えて、第２の識別要素の通過も検出可能であり、或
いはより一層特異な識別要素の通過さえも検出可能であり、各特異な識別要素は異なる角
位置に対応する。しかしながら、一般的には、本発明をホイールの角位置を検出するため
の如何なる種類の角位置検出器と共に或いは前記角位置と対応するパラメータを検出する
如何なる種類の検出器と共に用い得る。
【００１０】
　好適実施態様において、ホイール表面は、光ビームを相互に異なる反射方向において皮
膚に向かって反射させるための多数の小面を含み、各小面は、異なる反射方向のうちの１
つに対応する。更なる実施態様において、識別要素は多数の小面のうちの所定の単一の小
面と関連付けられる。適切なホイールの実施例はアキシコンホイールである。しかしなが
ら、本発明は小面付きホイール又はアキシコンホイールの使用に全く限定されないことが
留意されるべきである。例えば、その反射方向がその円周方向において漸進的に変化する
ホイールを同様に用いてもよく、類似の有利な効果を伴う。実際には、小面の数を更に増
大させ且つ後続の小面の間の向きの違いを減少させることによって、円周方向に漸進的に
且つ連続的に変化する反射方向を備えるそのようなホイールの近似が得られる。
【００１１】
　本発明によれば、記憶手段は、ホイールの異なる角位置と、光ビームについての対応す
るそれぞれの異なる反射方向又は反射方向に対応するパラメータとの間の関係を記憶する
よう動作する。角位置の代わりに、記憶手段は前記角位置と対応する如何なるパラメータ
をも用い得る。反射方向の代わりに、記憶手段は前記反射方向と対応する如何なるパラメ
ータをも用い得る。例示的な実施態様において、記憶手段は、多数の小面の順序を記憶す
るように動作し、制御回路は、記憶させられる多数の小面の順序及び多数の小面のうちの
所定の単一の小面の通過に基づき、小面を選択的に照らすように配置される。この実施態
様において、反射方向と対応するパラメータは小面の連番であり、角位置は多数の小面の
うちの所定の単一の小面の通過及びホイールの回転速度に基づき監視される。
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【００１２】
　任意的に、装置は皮膚の特性的特徴を検出するための皮膚特徴検出器を更に含み、皮膚
特徴検出器は、制御回路に結合させられ、制御回路は、検出される特性的特徴に基づき、
所定の皮膚治療パターンを定めるように配置される。検出される皮膚特徴は、例えば、皺
、シミ又は皮膚損傷であり得る。その場合には、適用される治療パターンは、例えば、皺
に追従し、或いは周囲の皮膚領域を同様に治療せずにシミを治療する。皮膚特徴及び皮膚
特性を検出するための例示的な検出器は、例えば、米国特許出願公開ＵＳ２００６／０２
３９５４７Ａ１中に記載されている。
【００１３】
　多数の小面のうちの所定の単一の小面の通過の検出を多くの異なる方法において行い得
る。特定の小面を認識する２つの異なる方法を組み合わせることによって、前記通過の検
出の確実性を向上させ得る。例えば、多数の小面のうちの所定の単一の小面は、他の小面
の透光率(translucency　coefficient)と異なる透光率を有し得る。角位置検出器は、多
数の小面のうちの所定の単一の小面を通過した光ビームの一部を検出するための光センサ
を含み得る。
【００１４】
　代替的に、各小面は薄片を含み得る。多数の小面のうちの所定の単一の小面の薄片は他
の小面の薄片と幾何学的に異なり、角位置検出器は幾何学的に異なる薄片を検出するよう
配置される。この実施態様では、多数の小面のうちの所定の単一の小面の通過を検出する
ために、光源を始動させるための規則的なトリガ信号も用い得る。多数の小面のうちの所
定の単一の小面以外の全ての小面は、従来技術から知られるような同じトリガ信号をもた
らし得る。多数の小面のうちの所定の単一の小面が通過する毎に、即ち、ホイールの一回
転毎に、角位置検出器は、制御回路によって認識される別個の信号をもたらす。「幾何学
的に異なる」は、例えば、幾何学的に異なる薄片が他の薄片よりも短いこと、或いは幾何
学的に異なる薄片が間隙によって分離される２つの薄片部分を含むことを意味し得る。
【００１５】
　代替的に、ホイール表面は、多数の小面のうちの所定の単一の小面と関連付けられる孔
を含み得る。角位置検出器は、第２の光源と、光センサとを含み、第２の光源及び光セン
サは、第２の光源からの光が孔を通じて光センサに達し得るように配置される。同様に、
ホイール表面に更なる反射表面を設け得る。更なるホイール表面は、多数の小面のうちの
所定の単一の小面と関連付けられ、角位置検出器は、第２の光源と、光センサとを含み、
第２の光源及び光センサは、第２の光源からの光が更なる反射表面を介して光センサに達
し得るように配置される。
【００１６】
　本発明のこれらの及び他の特徴は、以下に記載する実施態様から明らかであり、以下に
記載する実施態様を参照して解明されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】皮膚治療装置を示す概略図である。
【図２】皮膚治療装置のためのアキシコンホイールを示す頂面図である。
【図３】図２のアキシコンホイールを示す断面図である。
【図４ａ】皮膚治療パターンの実施例を示す図である。
【図４ｂ】皮膚治療パターンの実施例を示す図である。
【図４ｃ】皮膚治療パターンの実施例を示す図である。
【図５ａ】例示的なトリガ信号を示す図である。
【図５ｂ】例示的なトリガ信号を示す図である。
【図５ｃ】例示的なトリガ信号を示す図である。
【図６ａ】本発明に従った皮膚治療装置によって得られる皮膚治療パターンの実施例を示
す図である。
【図６ｂ】本発明に従った皮膚治療装置によって得られる皮膚治療パターンの実施例を示
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す図である。
【図６ｃ】本発明に従った皮膚治療装置によって得られる皮膚治療パターンの実施例を示
す図である。
【図７ａ】本発明に従った皮膚治療装置によって得られる皮膚治療パターンの実施例を示
す図である。
【図７ｂ】本発明に従った皮膚治療装置によって得られる皮膚治療パターンの実施例を示
す図である。
【図７ｃ】本発明に従った皮膚治療装置によって得られる皮膚治療パターンの実施例を示
す図である。
【図８】本発明に従った皮膚治療装置の角位置検出器の幾つかの実施例を示す図である。
【図９】本発明に従った皮膚治療装置の角位置検出器の更なる実施例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　図１は、皮膚治療装置１０を図式的に示している。皮膚治療装置１０は、光ビーム２１
を提供するための光源、この場合には、レーザ源２０を含む。複数のアキシコン小面３１
を備えるアキシコンホイール３０が、光ビーム２１を、対物レンズ７５及び装置１０の出
口窓７０を通じて、皮膚８０に向かって反射させる。各アキシコン小面３１は、光ビーム
２１のためのそれぞれの異なる方向の反射をもたらす。従って、アキシコンホイール３０
の回転中、光ビーム２１は、皮膚８０の対応する複数の異なる場所に向かって反射させら
れる。皮膚８０で、光ビームは影響を受けていない組織によって取り囲まれた熱的に変性
させられた皮膚組織の顕微鏡治療ゾーン（ＭＴＺ）を創り出す。この治療は皮膚回復機構
を増強し、皮膚外観を向上させる。レーザ源２０は制御回路６０に結合され、制御回路６
０はレーザ源２０を制御して、選択的な瞬間に個々のアキシコン小面３１を照らす。アキ
シコンホイール３０は、アキシコンホイール３０の異なる小面３１（ファセット）が入射
する光ビーム２１の経路を連続的に通るように、駆動手段４０によって回転させられる。
光ビーム２１を異なる方向に反射させて、光を到達可能位置の範囲内の異なる位置で皮膚
８０に衝突させるために、アキシコンホイール３０の異なるアキシコン小面３１の反射表
面領域は、異なる角度で方向付けられる。
【００１９】
　アキシコンホイール３０は、小面３１の隣に設けられるトリガ薄片３２(triggering　f
lake)を更に含む。トリガ薄片３２の通過は、薄片検出器５０(flake　detector)によって
検出される。薄片検出器５０は、制御回路６０に結合される。薄片検出器５０によって生
成されるトリガ信号の周波数は、アキシコンホイール３０の回転速度に依存する。トリガ
信号に基づき、制御回路６０は光源２０を制御してアキシコンホイール３０の各回転の所
望の部分の間に光を放射させる。１２個の小面３１を備えるアキシコンホイール３０の従
来技術の実施例において、制御回路６０は、例えば、１回の回転中に通過する小面３１の
２、４又は６個で、或いは１２個でさえも、光パルスをもたらし得る。更に、装置１０は
、使用者が皮膚表面８０に沿って装置１０をドラグする手速度を決定するための手段９０
を含み得る。制御回路６０は、手速度と無関係である多かれ少なかれ一定の密度でＭＴＺ
をもたらすために、測定される手速度に依存する光源２０の発火速度に適合させ得る。
【００２０】
　本発明によれば、装置１０の制御回路６０は、光源２０の発火速度をアキシコンホイー
ル３０の回転速度及び使用者の測定される手速度に適合させ得るのみならず、制御回路６
０は、所定の皮膚治療パターンのＭＴＺを皮膚８０にもたらすために光源２０によって照
らされるべき実際の小面３１を選択するようにも配置される。以下、図５乃至９を参照し
て、これがどのように達成されるかを説明する。所望の皮膚治療パターンは、例えば、使
用者によって選択され得る。
【００２１】
　装置１０は、例えば、皺、皮膚損傷、シミ又は他の皮膚特徴を検出するための、皮膚特
徴検出器９５を更に含み得る。皮膚特徴検出器９５は、色又は皮膚水分のような皮膚特性
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を検出するよう動作可能であり得る。皮膚特徴検出器９５は、例えば、皮膚８０を観察す
るためのカメラや、皮膚表面８０で反射した後の治療光ビーム２１を検出し且つ分析する
ための検出器も含み得る。皮膚特徴検出器９５は、治療を検出される特徴に適合させ得る
ように、制御回路６０に結合される。例えば、治療が検出される皺又はシミだけに影響を
与えるように、光源２０を制御し得る。皮膚の選択的な部分が治療されないようにも、光
源２０を制御し得る。
【００２２】
　図２は、図１の皮膚治療装置１０のための従来技術のアキシコンホイール３０の頂面図
を示している。アキシコンホイール３０は、光源２０から来る光を方向変更し且つ反射す
るための１２個の小面３１(facet)を含む。トリガ薄片３２が各小面３１に伴う。トリガ
薄片３２の通過は、薄片検出器５０によって検出される。光源２０は薄片検出器５０によ
って生成されるトリガ信号に依存して制御される。図３は、図１のアキシコンホイール３
０の断面図を示している。
【００２３】
　図４ａ、４ｂ及び４ｃは、図２に従った従来技術のアキシコンホイール３０が用いられ
るときに、図１の皮膚治療装置で得られ得る治療パターンの実施例を示している。皮膚８
０上のＭＴＺ８１のこれらの例示的なパターンは、装置１０を皮膚表面８０上でドラグし
ながら、制御された発火速度でアキシコンホイール３０上の小面３１を無作為に照らすこ
とによって得られる。発火速度は、アキシコンホイールの観察される回転速度及び使用者
の測定される手速度に依存して制御される。発火速度は、多かれ少なかれ一定の密度のＭ
ＴＺが手速度と無関係にもたらされるように制御される。例えば、使用者によって選択さ
れる強度レベルに依存して及び／又は１つ又はそれよりも多くの自動的に検出される皮膚
特性に依存して、密度を選択し得る。これらの図面において、図４ａは、高密度パターン
の実施例を示しており、図４ｂは、中間密度パターンの実施例を示しており、図４ｃは、
低密度パターンの実施例を示している。
【００２４】
　図５ａには、薄片検出器５０によって生成される結果として得られるトリガ信号１３２
と共に、「通常の」トリガ薄片３２が示されている。この実施例において、従来技術のア
キシコンホイール３０の全ての薄片３２は、（少なくとも薄片検出器５０によって観察さ
れる次元において）同じ形状を有する。トリガ信号３２の周波数は、アキシコンホイール
３０の回転速度に依存する。トリガパルスの幅は、トリガ薄片３２の幅に依存する。
【００２５】
　図５ｂ及び５ｃは、相互に異なるトリガ薄片３３，３４を備えるアキシコンホイール３
０を有する、本発明に従った装置１０のための例示的なトリガ信号を示している。図５ｂ
では、トリガ薄片３３のうちの少なくとも１つが、他のものと異なって作製されている。
この実施例において、薄片３３は、１つの通常の薄片３２を２つの部分に分割することに
よって異なって作製されており、それらの間には間隙がある。この異常型の薄片３３が薄
片検出器５０を通る度に、トリガ信号１３３は、通常の薄片３２が通るときのトリガ信号
１３２と異なる。１つのトリガ信号の代わりに、異常型の薄片３３は、２つの別個のより
小さいパルスを引き起こす。この異常型の薄片３３が検出されるとき、制御回路は、この
異常型の薄片３３と関連付けられる小面３１が検出器を通過したことを知り、よって、ア
キシコンホイール３０の正確な回転位置も知る。これは制御回路６０がアキシコンホイー
ル３０の選択的な小面３１のみが照明されるのを可能にすることを可能にする。
【００２６】
　図５ｃは、異常型の薄片３４を提供する代替的な方法を示している。この薄片３４は、
通常の薄片３２の半分の幅であり、その結果、トリガ信号１３４中のトリガパルスはより
小さい。このより小さいパルスの検出は、異常型の薄片３４と関連付けられる所定の小面
３４の通過を示す。
【００２７】
　図６ａ、６ｂ、６ｃ、７ａ、７ｂ及び７ｃは、本発明に従った皮膚治療装置によって得
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られる皮膚治療パターンの実施例を示している。皮膚８０でのＭＴＺ８１のパターンは、
１回に１つの走査線でアキシコンホイール３０の小面３１の一部又は全部を選択的に照ら
すことによってもたらされる。これらの図面中に（並びに図４ａ、４ｂ及び４ｃ中に）示
されるパターンは、水平な走査線と走査線に対して垂直な方向において皮膚表面８０上を
移動する装置１０とを示していることが、留意されなければならない。装置１０が、異な
る方向において、可能であれば直線でない方向において、皮膚表面に沿ってドラグされる
とき、パターンは相応して斜めにされる。任意的に、照らされるべき小面３１の選択は、
装置の移動の方向に依存し得る。
【００２８】
　図６ａには、あらゆる走査線でアキシコンホイール３０の全ての小面３１を照らすこと
によって得られるパターンが示されている。このパターンを得るために、装置１０がアキ
シコンホイール３０の正確な角位置を知り得べき必要はない。図６ｂ及び６ｃ（並びに７
ａ、７ｂ及び７ｃ）のパターンのためには、例えば、多数の小面のうちの所定の単一の小
面が装置１０内の選択的な位置を通るときを決定することによって、アキシコンホイール
の角位置を決定することが重要である。多数の小面のうちの所定の単一の小面の通過を検
出するとき、異なる小面向きの正確な順序を決定し得る。それは皮膚８０上に所望のＭＴ
Ｚパターンを描くことを可能にする。しかしながら、アキシコンホイール３０の実際の角
位置を検出するために、装置は如何なる適切な角位置検出器をも用い得る。
【００２９】
　図６ｂは、小面３１の２つだけで光ビームを反射させることによって得られるパターン
を示している。これらの２つの小面をアキシコンホイール３０上で互いに隣接して設けて
もよいし、設けなくてもよい。これらの２つの小面３１の向きは僅かに異なるだけであり
、その結果、対応するＭＴＺ８１は互いに隣接して配置される。小さな垂直治療パターン
が、装置１０の皮膚特徴検出器によって検出される皺又は他の皮膚特徴に追従し得る。図
６ｃは、走査線毎に４つの小面３１が照らされることを要求するパターンを示している。
図６ｂ及び６ｃのパターンの両方のために、（走査線の向きと平行な方向における装置１
０のいずれの変位のために矯正は行われないと想定して）同じ小面３１が走査線毎に照ら
される。
【００３０】
　例えば、単一の垂直線のパターンのために、制御回路６０がアキシコンホイール３０上
の全ての小面３１の正確な向き及び向きの順序を知る必要はない。その状況では、それは
小面のうちの所定の単一の小面の通過を検出し且つアキシコンホイール３０の回転毎に同
じ小面を照らすのに十分である。
【００３１】
　図７ａ、７ｂ及び７ｃのパターンのために、各走査線で異なる小面３１が選択される。
これらのパターンを得るためには、全ての小面の位置及び向きの知識が必要とされる。記
憶手段９１が制御回路６０に結合させられ、所定の皮膚治療パターン、及びアキシコンホ
イール３０の異なる角位置と光ビーム２１についての対応するそれぞれの異なる反射の方
向との間の関係を記憶する。例えば、記憶手段９１は、ファセット部材のリストと、アキ
シコンホイール３０でのそれらの位置と、対応する反射の方向とを含む、データベースを
記憶し得る。加えて、データベースはどのファセットがどの識別要素と関連付けられるか
についての情報を記憶し得る。制御回路６０は、アキシコンホイール３０の各回転のため
に、光ビーム２１が選択的な角位置又は小面でのみホイール表面を照明して所定の皮膚治
療パターンを実現するような方法において、角位置検出器によって検出される角位置、こ
の実施例では、識別要素の通過に依存して、光源２０を制御するように動作する。図６ｂ
及び６ｃのパターンと同様に、図７ａ、７ｂ及び７ｃのパターンは、特定の検出される皮
膚特徴に追従してもよいし、或いは装置が皮膚表面８０で偶然配置される位置で選択され
且つ適用されてもよい。
 
【００３２】
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　図８は、本発明に従った皮膚治療装置における角位置検出器の幾つかの実施例を示して
いる。第１に、異なる形状を備える薄片３４を検出するために、既に上述した通常薄片検
出器５０を用い得る。薄片検出器５０は、例えば、図５ｃを参照して同様に上記で議論し
た、より短い薄片３４を検出し得てもよい。代替的に、アキシコンホイール３０の回転毎
に一度だけ通過するより長い薄片５３を検出するために、第１の薄片検出器５０に隣接し
て追加的な薄片検出器５１を設け得る。追加的な薄片検出器５１がより短い薄片以外の全
ての薄片を検出するように、１つのより短い薄片を提供することによって類似の効果が得
られる。その場合、所定の小面３１は、第１の薄片検出器５０がトリガパルスを提供する
小面３１である。
【００３３】
　特定の小面３１を検出する他の方法は、アキシコンホイール３０の小面３１の背後に光
検出器５２を配置し、小面のうちの所定の単一の小面を他の小面よりも僅かに多く又は僅
かに少なく半透明にすることである。異なる小面が光検出器５２を通過するとき、光検出
器信号は異なる信号をもたらし、よって、それは小面のうちの所定の単一の小面の通過を
示す。全ての小面が照明されるように光源２０が制御されるならば、異なる小面を検出す
るためにも治療光ビーム２１を用い得る。さもなければ、この目的のために、別個の追加
的な光源を用いることが好ましくあり得る。
【００３４】
　更なる代替として、ホイール表面は、マーキングを認識し得る検出器（図示せず）によ
って検出される特殊なマーキング５４を含み得る。例えば、マーキング５４は、カメラに
よって検出される着色点、又は光エミッタ及び光検出器の組み合わせによって検出される
反射地点である。マーキング５４は、アキシコンホイール３０の孔であってもよく、光エ
ミッタ及び光検出器はホイール３０の両側に設けられる。
【００３５】
　図９は、本発明に従った皮膚治療装置における角位置検出器の更なる実施例を示してい
る。この実施態様は異なる小面３１の間の向きの違いを活用する。ここでは、追加的な光
源２２が設けられ、光検出器５６は所定の小面３１での反射後の追加的な光源２２からの
光を検出するためにある。異なる小面３１は異なる方向において光を反射する。光検出器
５６の小面の小さなスリット５５が、多数の小面のうちの所定の単一の小面によって精密
に正しい角度で反射される光のみが光検出器５６に到達することを保証する。小面のうち
の所定の単一の小面以外の小面によって反射される光は、光検出器５６に到達しない。よ
って、光検出器５６は、多数の小面３１のうちの所定の単一の小面が通過する度毎にトリ
ガ信号をもたらす。
【００３６】
　上述の実施態様は本発明を限定するというよりも本発明を例示すること並びに当業者は
付属の請求項の範囲から逸脱せずに多くの代替的な実施態様を設計し得ることが留意され
るべきである。請求項において括弧内に配置される如何なる参照記号も請求項を限定する
ものとして解釈されてはならない。「含む」という動詞及びその活用形の使用は請求項中
に述べられる要素又はステップ以外の要素又はステップの存在を排除しない。ある要素に
先行する不定冠詞はそのような要素が複数存在することを排除しない。幾つかの別個の要
素を含むハードウェアを用いて並びに適切にプログラムされるコンピュータを用いて本発
明を実施し得る。幾つかの手段を列挙する装置の請求項において、これらの手段の幾つか
を１つ及び同一の品目のハードウェアによって具現し得る。特定の手段が相互に異なる従
属項において引用されているという単なる事実はこれらの手段を有利に用い得ないことを
示さない。
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